
１０月３日(木）第１１１１回  
    ブラジルサンパウロ倫理法人会 会長 

講師：矢野 敬崇 氏 
テーマ：「企業経営に於ける日本の心」 
 

 

出
身
は
大
分
県
で
す
。
祖
父
の
代
は
シ
イ
タ

ケ
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
シ
イ
タ
ケ
で
は
日
本

一
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
後
継
者
問
題
が
起
き

両
親
と
兄
弟
で
ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
パ
ウ
ロ
近
郊
へ 

移
住
し
ま
し
た
。
私
は
友
人
三
人
と
会
社
を
始

め
、
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
二
十
五
年
目
に 

調
和
が
崩
れ
失
敗
し
ま
し
た
。
調
和
は
努
力
し

て
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
結
果
と
し
て
出
来

上
が
る
も
の
な
の
で
す
。
フ
レ
コ
ン
は
三
十
五

年
前
か
ら
製
造
し
て
お
り
、
当
初
は
ア
メ
リ
カ

に
も
相
当
輸
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
ア

ジ
ア
各
国
が
競
っ
て
輸
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
人
は
企
業
を
永
続
的
に
繁
栄
さ
せ

よ
う
と
し
ま
す
が
、
企
業
は
金
儲
け
の
場
と
考

え
る
国
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
人
は
働
く

事
を
喜
び
と
感
じ
る
人
が
多
い
が
、
ブ
ラ
ジ
ル

で
は
、
奴
隷
制
度
が
数
百
年
続
い
て
い
た
過
去

が
あ
る
た
め
、
働
き
を
喜
び
と
捉
え
る
人
は
少

な
い
。
十
年
前
か
会
社
に
倫
理
を
取
り
入
れ
朝

礼
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
会
社
を

去
り
、
石
文
化
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
砂
文
化
の 

ア
ラ
ブ
人
、
土
文
化
の
日
本
人
で
倫
読
を
続
け

て
い
ま
す
。 
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１０月１０日(木）第１１１２回  
    狭山市倫理法人会 副会長 

講師：田端 都女子 氏 
テーマ：「全てプラス思考」 

１０月1７日(木）第１１１３回  
     （一社）倫理研究所 首都圏副方面長 

講師：坂元 一成 氏 
テーマ：「栞に学ぶ」 

１０月２４日(木）第１１１４回  
    埼玉県倫理法人会 会長 

講師：小池 博 氏 
テーマ：「倫理法人会入門」 

 

働
き
物
の
両
親
の
元
に
生
ま
れ
た
。
子
供
の
頃 

従
業
員
に
よ
る
放
火
で
家
を
失
っ
た
。
天
井
が 

真
っ
赤
に
燃
え
て
い
る
の
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ

な
い
。
砂
漠
の
緑
化
に
三
回
参
加
し
た
。
植
林

に
よ
り
湖
が
出
来
、
鳥
が
来
て
自
然
が
出
来
る
。 

昼
夜
の
寒
暖
差
も
大
き
い
。
そ
ん
な
不
自
由
な

生
活
の
体
験
を
さ
せ
る
た
め
、
孫
も
連
れ
て

行
っ
た
。
孫
は
そ
の
体
験
か
ら
違
う
世
界
観
を

得
た
よ
う
だ
。
倫
理
法
人
会
に
は
平
成
十
六
年

に
入
会
、
富
士
研
に
参
加
し
、
心
の
勉
強
を
知

り
、
人
も
変
え
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
が
自
分

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
変
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
気

づ
い
た
。
会
で
は
受
け
る
方
が
い
な
か
っ
た
の

で
仕
方
な
く
会
長
を
受
け
た
。
そ
ん
な
中
、
主

人
が
胃
が
ん
に
な
り
、
兄
が
亡
く
な
り
、
自
分

も
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、 

多
く
の
倫
理
の
仲
間
に
助
け
ら
れ
、
本
当
に
感

謝
し
て
い
る
。
起
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
泣
い

て
も
笑
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
の
で
笑
う
。
ト
ラ

ブ
ル
に
は
自
分
に
も
原
因
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

自
分
を
変
え
て
、
前
向
き
に
プ
ラ
ス
思
考
で
捉

え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 
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 ア

マ
チ
ュ
ア
レ
ス
ラ
ー
だ
っ
た
少
年
期
、
自

分
の
力
を
過
信
す
る
と
周
り
の
人
間
と
う
ま

く
い
か
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
特
待
生
で
高

校
に
入
学
す
る
も
ソ
レ
が
原
因
で
自
主
退
学

を
す
る
。
十
七
才
で
生
ま
れ
育
っ
た
鹿
児
島

を
出
る
。
二
十
才
で
千
葉
県
に
辿
り
着
い
た
。

そ
の
地
で
先
輩
と
出
会
い
、
倫
理
と
出
会
い
、

自
分
の
過
去
を
プ
ラ
ス
に
考
え
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
栞
は
常
識
で
は
な
い

そ
れ
を
超
え
た
「
超
常
識
」
が
書
か
れ
て
い

る
。
五
条
「
夫
婦
は
一
対
の
反
射
鏡
」
。
あ

る
会
員
の
倫
理
体
験
談
。
倫
理
指
導
を
受
け

る
と
、
「
妻
と
向
き
合
い
な
さ
い
。
」
と
言

わ
れ
る
。
妻
の
声
を
聴
け
る
よ
う
に
な
る
と

他
人
の
声
を
聴
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
ず

と
自
社
の
廻
り
も
良
く
な
っ
て
い
っ
た
。
自

分
の
過
去
は
変
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
そ

れ
を
受
け
入
れ
て
「
こ
れ
か
ら
何
を
し
て
い

く
か
」
が
大
事
な
こ
と
だ
と
学
ん
だ
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１０月３１日(木）第１１１５回   
           草加市役員スピーチ 
          副専任幹事 鈴木 一朗 氏 
 

            幹事             遠藤 広伸 氏 

 

鈴
木 

一
朗 

副
専
任
幹
事 

テ
ー
マ
は
「
す
べ
て
は
繋
が
っ
て
い
る
」
野
球
の

イ
チ
ロ
ー
と
同
姓
同
名
の
名
前
の
由
来
は
明
朗
が

一
番
、
の
父
の
願
い
か
ら
。
ち
な
み
に
姉
は
あ
い

子
。
正
に
倫
理
で
言
う
「
明
朗
愛
和
」
。
消
防
士

を
し
て
い
た
父
は
ヒ
ー
ロ
ー
だ
っ
た
。
憧
れ
か
ら

自
衛
隊
に
入
隊
。
五
年
の
勤
務
後
デ
ザ
イ
ン
会
社

へ
。
専
門
学
校
卒
業
後
、
正
社
員
で
二
十
七
年
間

務
め
る
。
二
〇
〇
一
年
四
月
に
独
立
、
二
〇
一
八 

年
四
月
に
会
社
を
設
立
し
倫
理
法
人
会
に
入
会
。 

人
生
無
駄
な
し
（
人
生
神
劇
）
。
親
孝
行
休
暇
の

採
用
（
反
始
慎
終
）
。
「
す
ば
ら
し
い
。
な
る
ほ

ど
。
お
も
し
ろ
い
。
」
を
習
慣
化
す
る
（
素
直
な

心
）
な
ど
、
倫
理
実
践
中
。 
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税
理
士
を
目
指
し
て
い
た
あ
る
日
、
ふ
と
、
外
で 

働
い
て
い
る
労
働
者
を
見
か
け
て
「
い
い
な
あ
」

と
思
い
、
三
十
三
才
で
埼
玉
車
輌
に
入
社
。
中
村

社
長
は
結
婚
の
仲
人
か
ら
新
婚
旅
行
の
費
用
ま
で 

借
り
た
大
恩
人
。
子
供
は
男
の
子
三
人
。
う
ち
長

男
と
三
男
が
同
じ
埼
玉
車
輌
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
。
今
年
三
男
が
バ
イ
ク
事
故
で
脳
挫
傷
「
一

週
間
が
ヤ
マ
」
と
言
わ
れ
た
大
怪
我
。
幸
い
命
は

助
か
り
、
必
死
に
仕
事
復
帰
を
目
指
し
、
リ
ハ
ビ

リ
し
て
い
る
彼
に
夫
婦
で
寄
り
添
っ
て
い
き
ま
す
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本
日
は
埼
玉
県
倫
理
法
人
会
、
小
池
博
会
長

の
講
話
で
す
。
倫
理
を
学
ぶ
目
的
は
倫
理
法
人

会
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
自
己
革
新
す
る
き
っ

か
け
と
す
る
事
。
「
倫
理
法
人
会
憲
章
」
「
倫

理
法
人
会
活
動
指
針
」
「
倫
理
法
人
会
会
員
心

得
」
こ
の
三
つ
の
心
構
え
に
は
自
己
革
新
の
リ

―

ダ
ー
と
し
て
家
庭
、
職
場
、
地
域
、
地
球
、

へ
と
活
動
を
広
げ
て
い
く
事
を
謳
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
全
て
の
ス
テ
ー
ジ
に
於
い
て
自
分
と

周
り
の
人
々
が
幸
せ
に
な
る
方
法
を
学
び
「
実

践
」
す
る
こ
と
で
「
幸
せ
」
を
手
に
入
れ
て
い

く
。
又
、
倫
理
法
人
会
の
立
場
と
職
務
か
ら

様
々
な
事
を
学
べ
る
。
役
は
そ
の
役
に
応
じ
た

苦
難
を
与
え
実
践
し
、
自
己
革
新
に
繋
が
る
。

自
身
の
会
社
は
お
米
を
農
家
か
ら
仕
入
れ
販
売

す
る
会
社
。
あ
る
猛
暑
の
夏
、
お
米
が
育
た
ず

販
売
に
困
っ
た
年
が
あ
っ
た
。
指
導
を
受
け
る

と
、
暑
い
中
お
米
を
育
て
て
く
れ
た
農
家
や
懸

命
に
育
っ
た
お
米
に
感
謝
出
来
た
時
、
道
は
開

け
る
と
言
わ
れ
実
践
し
、
難
を
逃
れ
た
。
ど
ん

な
状
況
で
も
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
事
を
学
び 

自
己
革
新
に
繋
が
っ
た
。
倫
理
を
正
し
く
、
実

践
す
る
大
切
さ
を
学
ん
だ
。 

風
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モーニングセミナー（無料） 

 朝食会（500円） 

 毎週木曜日   

 セミナー  ＡＭ6：00～7：00 

  朝食会   ＡＭ7：00～8：00 

 会場：埼玉屋旅館 （右地図） 

 東武スカイツリーライン「草加駅」徒歩８分 

   11月行事予定 
 11/20（水） 令和元年度活動報告会 

        ＰＭ6：00～ 会場：埼玉屋旅館   

 11/22（金） 忘年会 

        ＰＭ6：30～ 会場：寿司とら 

 

木村博行 記 


